
 

パークビジョン策定の目的 

今日、世界的な気候変動や人口減少・超高齢化時代の到来、そして令和に入り世界的な新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響による新しい生活様式への対応、アフターコロナ、ウィズコロナなど、社会情勢
や人々の価値観が変化している中で、広域公園が果たすべき役割はますます重要なものとなっており、
公園のポテンシャルを最大限に引き出すことが必要となっています。 
こうした中、喫緊の課題である施設の老朽化や利用の活性化などに対して、スピード感を持って的確
に対応しつつ、今後はさらに中長期的な視点で豊かな自然環境を有する県民共有の財産として、広域
公園を守り、育てていくことを改めて認識した将来ビジョンの策定が必要と考えました。 
本ビジョンは、湖・山・海浜などの風光明媚な豊かな自然を活かして、東郷湖羽合臨海公園が、今後 10
年間を見据えた「公園が目指すべき姿」、それに向けた取組方針、基本的なコンセプト等を定めようとす
るものです。 
この度、ビジョンの案を作成しましたので、県民の皆様のご意見をお寄せください。 

 

パークビジョン(案)の概要 

（１） 公園の目指す姿 
公園全体でウォーキングやサイクルツーリズムを通じた健康増進や観光誘客を図り、各エリアの

特色を活かした 
『東郷池・日本海の豊かな自然と雄大な景観に恵まれた憩い・遊び・巡りたくなる公園』 

（２） 各エリアの特色 
① スポーツ・アクティビティ・健康づくりの拠点（東郷池北エリア：藤津、南谷、浅津） 

〔ターゲット〕地域住民、高齢者、家族連れ、若者、児童・生徒、ペット同伴者 
・ 運動施設や多目的広場などを活かしたスポーツ、レクリエーション、健康増進を図るエリア 
・ カヌーやサップ、ドラゴンカヌーなどのアクティビティを楽しめるエリア 
・ インクルーシブ遊具を導入したキリン公園や多目的広場等ですべての子ども達がのびのびと

遊ぶことができるエリア 
・ 多様な植物や生物などを活かし、SDGsの理念に基づく環境教育を行うエリア  等 

② 東郷池を眺めながらの交流・憩いの空間（東郷池南エリア：引地、長和田） 
〔ターゲット〕地域住民、県内外観光客(温泉宿泊客) 

・ 人が行きかう交流の場として交流人口の拡大を図るエリア 
・ １年を通じて季節の花が楽しめ、東郷池の眺望を活かした散策と憩いのエリア 

③ アウトドアを楽しめるエリア（日本海エリア：宇野、はわい長瀬） 
〔ターゲット〕地域住民、アウトドア愛好家、サイクリスト 

・ キャンプ等の宿泊を伴う滞在型アウトドアが楽しめるエリア 
・ サイクリングや散策など自然とのふれあいを楽しむエリア 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東郷湖羽合臨海公園パークビジョン(案) 
についてご意見をお寄せください。 

【はわい長瀬地区】 
海浜自然ふれあい 

のエリア 

【宇野地区】 
海浜レクリエーション 

のエリア 

日本海エリア 

【南谷地区】 
スポーツとレジャー

のエリア 

【藤津地区】 
スポーツと親水・ 
散策のエリア 

【浅津地区】 
つどい・憩い 
のエリア 

【長和田地区】 
散策・憩い 
のエリア 

【引地地区】 
交流・文化 
のエリア 

東郷池 

北エリア 

東郷池 

南エリア 

【募集期限】令和５年５月１０日(水)まで 



（３）検討の方向性 

区分 課題 検討の方向性 

利用の
活性化 

各エリアの特性に応じた公園の最
適な管理・運営 

東郷湖羽合臨海公園（引地地区を除く。）と東郷湖羽合
臨海公園（引地地区に限る。）の２区分での管理・募集
から、民間活力の導入も含め多様な主体が公園管理に
参入しやすくなる仕組みの検討 

社会的ニーズに応じた公園の整備
と質の向上 

性能発注方式の導入の検討 

日本海岸キャンプ場エリアをはじめ公募設置管理制
度（Park-PFI）等の導入 

公園の魅力発信、認知度向上及び
親しみ愛着を深めてもらい活用し
てもらう必要 

地域住民やボランティア団体、福祉施設等が公園管理
に参画できる仕組みづくり 

公園の魅力を発信できる人材の活用 

管理コストと収入の差に着目した
経営の視点に立った運営が必要 

中国庭園燕趙園の有料観光施設から中国河北省交流
の記念庭園（無料施設）への移行について試行による
効果検証を行うとともに、園内売店や道の駅等での消
費拡大、イベント等の呼び込みによる利用料収入の増
加を目指す 

樹木や植垣等による眺望の阻害や
休憩施設等の不足 

東郷池の眺望を楽しみながらの散策や憩いのための公
園のデザイン(植栽、ベンチ等の適正配置)の検討 

利用頻度の低い又は利用されてい
ない公園施設の存在 

機能集約・統廃合や利用頻度の低い施設の用途廃止・
多目的広場化等 

ウォーキングリゾート及びサイク
ルツーリズムの推進 

ビジターセンター機能を有する拠点施設やルートの
整備、休憩施設等の環境整備等 

利便性
の向上 

施設利用者の利便性・サービス向
上による多様な主体の利用促進を
含む公園の活用が必要 

公園を柔軟に利用するための手続きの集約化 

持続可
能性 

管理経費や将来の改築・更新に係
るコストの縮減や平準化 

施設の利用実態を踏まえた更新・改修・廃止等の検討 

維持管理費の縮減 

安全性
の確保 

公園施設の老朽化等による事故防
止、地盤沈下等 

施設の適正な管理 

浸水後の排水効率の良い形状への変更等 

 

閲覧方法 

・緑豊かな自然課のウェブページ※からダウンロードできるほか、県庁県民参画協働課、各総合事務所
県民福祉局、日野振興センター日野振興局、東部･八頭庁舎、県立図書館及び各市町村役場で閲覧でき
ます。 

※ウェブページアドレス：https://www.pref.tottori.lg.jp/310441.htm   

応募方法 

・電子メール、郵送またはファクシミリでお寄せいただくか、意見箱への投函(上記県の機関)及び市町
村役場窓口のいずれでも応募できます。 

・提出される様式は自由ですが、このチラシもご利用になれます。 

結果の公表 

いただいたご意見への対応については、後日、県ホームページで公表します。 

 
 
 
 
 
 

 

《応募・問合せ先》 鳥取県 生活環境部 緑豊かな自然課        ウェブページ 
 

〒６８０－８５７０（所在地記載不要） 
電話：０８５７－２６－７９８１ ファクシミリ：０８５７－２６－７５６１ 
電子メール： midori-shizen@pref.tottori.lg.jp                

https://www.pref.tottori.lg.jp/310441.htm
mailto:midori-shizen@pref.tottori.lg.jp
mailto:midori-shizen@pref.tottori.lg.jp


 
 
 
 
 
 
 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見ありがとうございました。 

差し支えなければ、下記にもご記入ください。 

お住まいの市町村 鳥取県     市・郡       町（以下、不要） 

年代 □１０歳代  □２０歳代  □３０歳代  □４０歳代 

□５０歳代  □６０歳代  □７０歳代  □８０歳代以上 

性別 □男性  □女性  □男性・女性を選択しない 

 

《応募先》 鳥取県庁 緑豊かな自然課 
〒６８０－８５７０（所在地記載不要） 
ファクシミリ：０８５７－２６－７５６１ 電子メール： midori-shizen@pref.tottori.lg.jp 

【東郷湖羽合臨海公園パークビジョン（案） 

に対する意見応募用紙】 

ご意見記載欄 


